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＊事務局より＊

準備段階のアンケートでしたが、とても良い分析結果が得
られました。ご協力頂きました企業の皆様に、深く感謝申
し上げます。学会でも発表予定となりますので、次回の報
告を楽しみにお待ちください！
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ナト・カリ食+牛乳の給食介入研究
-給食介入の可能性とアンケート結果からみる減塩意識-

今回、協力企業の従業員向けにアンケートを実施しま
した。結果の中間的な分析から、給食利用者には塩分の
多い（味が濃い）ものが好きな人と薄味が好きな人が存
在していることがわかりました。また、給食利用者では
もっと減塩（薄味）がよいという意見と薄いのはいやだ
という意見が拮抗していることもわかりました。

生活習慣、特に食習慣は徐々に変容します。地域での介
入は1人1人の食事パターンが異なるため、一定の食事を
提供する調査方法の実施は難しく、効果は得にくいもので
す。一方、会社や工場など施設における給食は、給食会社
などが一定のレシピに基づいて作ります。レシピを減塩仕
様にできれば、減塩達成に近づけるでしょう。

給食介入で減塩を達成するには

ナト・カリ戦略による給食介入

一般的に、給食は味が濃い方が食数が上がるため、給食を提供する側から薄味を
前面に出したメニューの提供はあまりしません。しかし、ナト・カリ食は薄味でな
い減塩なので、ニーズにぴったりの減塩戦略です。今回の調査では更に、カリウム
に関する知識を問うなど様々な質問を通じて、現在の減塩に対する一般的な考え方
と､カリウム摂取に対する理解度をより明らかにできるでしょう。主な研究結果は6
月の日本循環器病予防学会で発表する予定です。
減塩（+増カリウム）が職場全員で実践できる「ナト・カリ食＋牛乳」の戦略は

今後の高血圧リスク低減の主要な手段として成長するでしょう。


